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はじめに 

 スウエーデンには、楽器演奏経験がない人でも楽器演奏して音楽ケアを行うユニークな

能動的音楽ケアのスウエーデン発祥のブンネ・メソッド音楽ケアがあることから、研究

１では「軽度認知症の高齢者に対する」ブンネ・メソッド音楽ケアを実施し、研究２で

は「健常な高齢者に対する」ブンネ・メソッド音楽ケアを実施しポジティブな心理的効

果を検証した。 

 

研究１「軽度認知症の高齢者に対する」ブンネ・メソッド音楽ケア 

研究２「健常な高齢者に対する」ブンネ・メソッド音楽ケア 

 

目的 

 高齢者が日々暮らしの中でブンネ・メソッド音楽ケアの刺激がポジティブな心理的効

果につながるのか検討することを目的とした。 

方法 

対象者：軽度認知症高齢者（S グループホーム入居者の５名）、地域コミュニテ 

ィ（H カフェ利用者の４名）、地域クラブサークル（Y フラワー受講者の５名） 

調査内容：ブンネ・メソッド音楽ケアには局面１から局面５まで決められたプログラ

ムが構成されている。参加者は指揮者となるブンネ・リーダーの手の合図によりブン

ネ楽器を演奏し、音楽ケアの行動観察を行う。①初回時の質問紙アンケート、二次元

気分尺度簡易版こころのダイアグラムを使用、③局面 1－５までの音楽ケアの行動観察

（身体行動、顔の表情、会話行動）、④実施前後の食行動観察である。 

結果 

 実施参加者は３つの異なる環境で行った。軽度認知症のグループホームに入所している

高齢者、地域コミュニティに参加している健常な高齢者と地域クラブサークルに参加し

ている健常な高齢者で音楽ケアを実施した。軽い認知症高齢者と健常な高齢者の楽器演

奏については大きな差は見られなかった。違いが現れたのは実施中の身体行動、顔の表

情、コミュニケーションの会話に異なる結果となった。 

考察 

 歌を唄いながら楽器演奏を同時に行うブンネ・メソッド音楽ケアの行動観察でこころの

ダイアグラムに結果が示された。音楽ケア実施後は、行動的にはそれほどの動きがなか

った時でも参加者のほとんどにリラックスした気分、イキイキした気分が現われてい

た。つまり緊張やプレッシャーがあっても楽器演奏の音楽ケア実施後には達成感ともい

えるポジティブな心理的効果が認められた結果であり注目する点となった。 
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